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平成26年第３回定例会 

富 良 野 市 議 会 会 議 録 

 

 

平成26年９月12日（金曜日）午前10時00分開会 

━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━ 

 

◎議事日程（第１号） 

 日程第 １ 会議録署名議員の指定 

 日程第 ２ 会期の決定 

 日程第 ３ 議案第 ６号（第２定） 富良野市いじめZERO（ゼロ）推進条例の制定について 

 日程第 ４ 議案第 ７号（第２定） 富良野市産業研修センター設置条例の全部改正について 

 日程第 ５ 所管事項に関する委員会報告及び都市事例調査報告 

調査第 １号 学校内における児童生徒への危機管理体制について 

都市事例調査 

調査第 ２号 高齢者の健康づくりと介護予防、認知症予防について 

都市事例調査 

調査第 ３号 観光行政について 

都市事例調査 

日程第 ６ 議会改革特別委員会報告 

 日程第 ７ 監査委員報告（例月出納検査結果報告平成25年度５月分、平成26年度５月～７月分） 

 日程第 ８ 平成25年度富良野市教育行政評価報告 

 日程第 ９ 議案第14号  富良野市監査委員の選任について 

 日程第 10 議案第15号  富良野市公平委員会委員の選任について 

 日程第 11 報告第 １号  平成25年度健全化判断比率について 

  報告第 ２号  平成25年度資金不足比率について 

 日程第 12 報告第 ３号  株式会社富良野振興公社の経営状況について 

報告第 ４号  株式会社ふらの農産公社の経営状況について 

報告第 ５号 株式会社空知川ゴルフ公社の経営状況について 

 日程第 13 報告第 ６号  専決処分報告（自動車事故の損害賠償） 

 日程第 14 報告第 ７号  専決処分報告（自動車事故の損害賠償） 

日程第 15 議案第13号  富良野市表彰条例に基づく表彰について 

日程第 16 認定第 １号  平成25年度富良野市一般会計歳入歳出決算の認定について 

認定第 ２号  平成25年度富良野市国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定について 

認定第 ３号  平成25年度富良野市介護保険特別会計歳入歳出決算の認定について 

認定第 ４号  平成25年度富良野市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定について 

認定第 ５号  平成25年度富良野市公設地方卸売市場事業特別会計歳入歳出決算の認定に 

ついて 

認定第 ６号  平成25年度富良野市公共下水道事業特別会計歳入歳出決算の認定について 

認定第 ７号  平成25年度富良野市簡易水道事業特別会計歳入歳出決算の認定について 

認定第 ８号  平成25年度富良野市水道事業会計決算の認定について 

認定第 ９号  平成25年度富良野市ワイン事業会計決算の認定について 

日程第 17 議案第 １号～第 12号（提案説明） 
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───────────────────────────────────────────── 

◎出席議員（18名） 

議 長 18番 北  猛 俊 君 副議長 ６番 横 山 久仁雄 君 

 １番 渋 谷 正 文 君  ２番 小 林 裕 幸 君 

 ３番 本 間 敏 行 君  ４番 黒 岩 岳 雄 君 

 ５番 広 瀬 寛 人 君  ７番 今  利 一 君 

 ８番 岡 本  俊 君  ９番 大 栗 民 江 君 

 10番 萩 原 弘 之 君  11番 後 藤 英知夫 君 

 12番 石 上 孝 雄 君  13番 関 野 常 勝 君 

 14番 天 日 公 子 君  15番 岡 野 孝 則 君 

 16番 菊 地 敏 紀 君  17番 日 里 雅 至 君 

───────────────────────────────────────────── 

◎欠席議員（0名） 

        

───────────────────────────────────────────── 

◎説 明 員 

市 長 能 登 芳 昭 君 副 市 長 石 井  隆 君 

総 務 部 長 若 杉 勝 博 君 保 健 福 祉 部 長 鎌 田 忠 男 君 

経 済 部 長 原  正 明 君 建 設 水 道 部 長 外 崎 番 三 君 

商 工 観 光 室 長 山 内 孝 夫 君 看 護 専 門 学 校 長 丸 昇 君 

総 務 課 長 高 田 賢 司 君 財 政 課 長 柿 本 敦 史 君 

企 画 振 興 課 長 西 野 成 紀 君 教育委員会委員長 吉 田 幸 男 君 

教育委員会教育長 近 内 栄 一 君 教育委員会教育部長 遠 藤 和 章 君 

農 業 委 員 会 会 長 東 谷  正 君 農業委員会事務局長 大 玉 英 史 君 

監 査 委 員 松 浦  惺 君 監査委員事務局長 影 山 則 子 君 

公平委員会委員長 島  強 君 公平委員会事務局長 影 山 則 子 君 

選挙管理委員会委員長 桐 澤  博 君 選挙管理委員会事務局長 一 條 敏 彦 君 

───────────────────────────────────────────── 

◎事務局出席職員 

事 務 局 長 岩 鼻  勉 君 書 記 川 崎 隆 一 君 

書 記 大 津  諭 君 書 記 山 本 巻 江 君 

書 記 澤 田 圭 一 君    
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                午前10時00分 開会 

                （出席議員数18名） 

――――――――――――――――――――――――― 

        開  会  宣  告         

――――――――――――――――――――――――― 

○議長（北猛俊君） これより、本日をもって招集され

ました平成26年第３回富良野市議会定例会を開会いたし

ます。 

――――――――――――――――――――――――― 

        開  議  宣  告         

――――――――――――――――――――――――― 

○議長（北猛俊君） 直ちに本日の会議を開きます。 

――――――――――――――――――――――――― 

 日程第１ 会議録署名議員の指定 

――――――――――――――――――――――――― 

○議長（北猛俊君） 日程第１、会議録署名議員の指定

を行います。 

 本定例会の会議録署名議員には、会議規則第126条の規

定により、 

        今   利 一 君 

        関 野 常 勝 君 

        岡 本   俊 君 

        石 上 孝 雄 君 

        大 栗 民 江 君 

        後 藤 英知夫 君 

        渋 谷 正 文 君 

        萩 原 弘 之 君 

 以上８名の諸君を指定いたします。 

 なお、本日の署名議員には、 

        今   利 一 君 

        関 野 常 勝 君 

を御指名申し上げます。 

――――――――――――――――――――――――― 

        諸 般 の 報 告         

――――――――――――――――――――――――― 

○議長（北猛俊君） 事務局長をして、諸般の報告をい

たさせます。 

 事務局長岩鼻勉君。 

○事務局長（岩鼻勉君） -登壇- 

 議長の諸般の報告を朗読いたします。 

 市長より提出の事件、議案第１号から議案第13号、認

定第１号から認定第９号及び報告第１号から報告第７号、

以上29件につきましては、あらかじめ御配付のとおりで

ございます。 

 議案第14号、議案第15号につきましては、本日御配付

のとおりでございます。 

 次に、議会及び監査委員より提出の事件につきまして

は、本日御配付の議会側提出件名表に記載のとおり、議

長にそれぞれ提出がございました。 

 次に、市長より行政報告の申し出があり、その概要に

つきましては、本日御配付のとおりでございます。 

 次に、閉会中の主な公務につきましては、議長報告と

いたしまして、本日御配付のとおりでございます。 

 慣例によりまして、朗読は省略させていただきます。 

 次に、本定例会の説明員につきましては、別紙名簿と

して御配付のとおりでございます。 

 最後に、本日の議事日程につきましても、お手元に御

配付のとおりでございます。 

 以上でございます。 

――――――――――――――――――――――――― 

 日程第２ 会期の決定 

――――――――――――――――――――――――― 

○議長（北猛俊君） 日程第２、会期の決定を議題とい

たします。 

 本定例会の運営に関し、議会運営委員会より報告を願

います。 

 議会運営委員長日里雅至君。 

○議会運営委員長（日里雅至君） -登壇- 

 おはようございます。 

 議会運営委員会より、９月５日に告示されました平成

26年第３回定例会が本日開催されるに当たり、９月９日

に議会運営委員会を開催いたしましたので、審議した結

果について報告いたします。 

 本定例会に提出されました事件数は、45件でございま

す。 

 うち、議会側提出案件は14件で、内訳は、事務調査報

告３件、都市事例調査報告３件、付託案件委員会報告２

件、特別委員会報告１件、教育行政評価報告１件、例月

出納検査結果報告４件でございます。 

 市長よりの提出事件は31件で、その内訳は、補正予算

３件、条例７件、人事２件、決算認定９件、報告７件、

その他３件でございます。 

 事件外といたしまして、市長の行政報告、議長の報告

がございます。 

 次に、運営日程について申し上げます。 

 本会議第１日目の本日は、会期の決定後、事件外とい

たしまして、市長の行政報告を受け、次に、付託案件委

員会報告、所管事項に関する委員会報告及び都市事例調

査報告、議会改革特別委員会報告、監査委員報告、教育

行政評価報告を受けます。次に、議案第14号及び議案第

15号の審査を願い、次に、報告第１号及び報告第２号、

報告第３号から報告第５号並びに報告第６号、報告第７

号の報告を受け、次に、議案第13号の審議を願います。

次に、認定第１号から認定第９号、平成25年度各会計決

算認定につきましては、議会運営委員会において議長及

び議選監査委員を除く議員16名による決算審査特別委員
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会を設置し、閉会中審査を願うことで申し合わせをいた

しております。次に、議案第１号から議案第12号の提案

説明を受け、本日の日程を終了いたします。 

 ９月13日、14日、15日は休日のため、16日、17日は議

案調査のため、それぞれ休会をいたします。 

 本会議第２日目の９月18日、第３日目の19日は、市政

に関する一般質問を行い、これを終了いたします。 

 ９月20日、21日は休日のため、22日は議案調査のため、

23日は休日のため、24日は議案調査のため、休会といた

します。 

 本会議第４日目の９月25日は、議案第１号及びこれに

関する関連する議案第８号の審議を願います。次に、議

案第２号から議案第７号及び議案第９号から議案第12号

の審議を願います。 

 なお、議案第５号から議案第７号につきましては、精

査が必要のため、それぞれ保健福祉委員会に付託し、閉

会中の委員会審査とすることで申し合わせをいたしてお

ります。 

 最後に、追加議案がある場合は、順次、審議を願い、

閉会中の諸手続をいたしまして、本定例会を終了いたし

ます。 

 次に、議案外の運営について申し上げます。 

 請願、意見案、調査などの提出期限につきましては、

９月18日の終了時までとすることで申し合わせをいたし

ております。 

 以上、平成26年第３回定例会の会期は、本日９月12日

から９月25日までの14日間とすることで委員会の一致を

見た次第であります。 

 議員、理事者及び説明員各位の御協力を賜りますよう

お願いを申し上げ、議会運営委員会からの報告といたし

ます。 

○議長（北猛俊君） お諮りいたします。 

 ただいま議会運営委員長より報告のとおり本定例会を

運営し、会期は９月12日から９月25日までの14日間とし、

うち13日から15日、20日、21日、23日は休日のため、16

日、17日、22日、24日は議案調査のため、それぞれ休会

いたしたいと思います。 

 これに御異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（北猛俊君） 御異議なしと認めます。 

 よって本定例会の会期は、ただいまお諮りのとおり、

本日から14日間と決定いたしました。 

――――――――――――――――――――――――― 

        行  政  報  告         

――――――――――――――――――――――――― 

○議長（北猛俊君） この際、あらかじめ申し出のあり

ました市長の行政報告に関する発言を許可いたします。 

 市長能登芳昭君。 

○市長（能登芳昭君） -登壇- 

 おはようございます。 

 議長の許可をいただきましたので、行政報告をいたし

ます。 

 一つ目は、香港での観光・物産プロモーションについ

てであります。 

 去る６月26日から30日の５日間にわたり、香港を訪問

し、香港イオンで行われました北海道物産展富良野フェ

アにおいて、富良野市の観光と物産のＰＲを行うととも

に、北海へそ踊り保存会の皆様とともにテレビの収録を

行うなど、宣伝、ＰＲを行ってきました。また、ＪＮＴ

Ｏ、日本政府観光局香港事務所、ジェトロ、日本貿易振

興機構香港事務所、香港貿易発展局との意見交換を行う

とともに、在香港日本国総領事と今後の経済交流につい

て情報交換をしてきたところであります。さらに、旅行

エージェント８社に対し観光セミナーを行い、情報提供

をしてまいりました。 

 二つ目は、ユジノサハリンスク道北物産展におけるト

ップセールスについてであります。 

 ９月２日から６日の５日間、ロシア連邦サハリン州を

訪問し、道北市長会９市等で構成するユジノサハリンス

ク物産展開催実行委員会として、ユジノサハリンスク市

のシティモールで行われましたユジノサハリンスク道北

物産展2014において、富良野市の物産関係者とともに物

産と観光のＰＲを行ってまいりました。また、在ユジノ

サハリンスク日本国総領事と今後の経済交流について情

報交換を行うとともに、旅行エージェントに対して観光

プロモーションを行い、情報提供をしてまいりました。 

 三つ目は、要望運動についてであります。 

 （１）地域高規格道路旭川十勝道路の整備促進につい

てであります。 

 旭川十勝道路整備促進期成会会長として、７月９日に

北海道開発局、旭川開発建設部、管内選出北海道議会議

員、北海道建設部、上川総合振興局旭川建設管理部に対

し、また、７月16日及び17日には財務省、国土交通省、

６区選出衆議院議員に対し、道路予算の財源確保、事業

区間、富良野道路、富良野北道路、旭川東神楽道路の整

備促進費、未事業区間、東神楽町から中富良野町間、富

良野市から占冠村間の調査促進について要望してまいり

ました。 

 （２）上川地方総合開発に関する事業の推進について

であります。 

 上川地方総合開発期成会副会長として、７月10日に北

海道開発局、北海道、北海道教育庁に対し、また、７月

17日には財務省、国土交通省、農林水産省、総務省、厚

生労働省、環境省、文部科学省、経済産業省、６区選出

衆議院議員に対し、平成27年度上川地方総合開発に関す

る事業の推進について要望してまいりました。 
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 以上であります。 

○議長（北猛俊君） 以上で、市長の行政報告を終わり

ます。 

――――――――――――――――――――――――― 

 日程第３ 

  議案第６号（第２定） 富良野市いじめＺＥＲＯ（ゼ

ロ）推進条例の制定について 

――――――――――――――――――――――――― 

○議長（北猛俊君） 日程第３、前回より継続審査の議

案第６号、富良野市いじめＺＥＲＯ（ゼロ）推進条例の

制定についてを議題といたします。 

 本件に関し、委員長の報告を求めます。 

 総務文教委員長岡野孝則君。 

○総務文教委員長（岡野孝則君） -登壇- 

 おはようございます。 

 総務文教委員会より、平成26年第２回定例会において

付託となりました議案第６号、富良野市いじめＺＥＲＯ

（ゼロ）推進条例の制定について、審査の経過と結果を

御報告申し上げます。 

 本条例は、平成25年９月28日、いじめ防止対策推進法

が施行され、また、北海道においても、平成26年４月１

日、北海道いじめの防止等に関する条例が施行されたと

ころであります。本市においては、富良野西中学校生徒

会が中心となってＺＥＲＯ運動が展開され、現在、市内

全小・中学校で挨拶運動を含めた取り組みが推進されて

いるところであり、このＺＥＲＯ運動の考えを基本に、

学校、地域、行政等が連携して、いじめの未然防止や早

期発見、早期解消を図ることを目的として制定するもの

であります。 

 本委員会では、担当部局に資料の提出を求め、条例の

解釈と運用などについて説明を受け、審査を行ってまい

りました。審査の中では、いじめ防止対策推進法との整

合性を含めた逐条での説明を受け、第４条から第７条の

市及び教育委員会の責務、学校及び学校の教職員の責務、

保護者の責務など、市民及び事業者の役割についての考

え方、第５章の重大事態への対処やいじめ問題対策連絡

協議会、いじめ問題審議会、いじめ調査委員会に関する

委員会等の構成について質疑が出されました。本委員会

では、重大事態の対処、行政、学校、保護者、市民及び

事業者の役割が示され、社会全体でいじめは絶対許され

ないことを基本に組み立てられていることを確認したと

ころであります。 

 以上の経過を含め、審査の結果、議案第６号、富良野

市いじめＺＥＲＯ（ゼロ）推進条例の制定については、

原案のとおり可決すべきものと全会一致で決定をいたし

ました。 

 なお、運用に当たっては、児童生徒と教職員との信頼

関係を損なわないよう慎重に対応されたい。 

 以上、総務文教委員会からの報告といたします。 

○議長（北猛俊君） これより、本件の質疑を行います。 

 質疑ございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（北猛俊君） ないようですので、以上で本件の

質疑を終わります。 

 討論を省略いたします。 

 お諮りいたします。 

 本件の委員長報告は、原案のとおり可決すべきもので

あります。 

 これに御異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（北猛俊君） 御異議なしと認めます。 

 よって、本件は、委員長の報告のとおり可決すること

に決しました。 

――――――――――――――――――――――――― 

 日程第４ 

  議案第７号（第２定） 富良野市産業研修センター

設置条例の全部改正について 

――――――――――――――――――――――――― 

○議長（北猛俊君） 日程第４、前回より継続審査の議

案第７号、富良野市産業研修センター設置条例の全部改

正についてを議題といたします。 

 本件に関し、委員長の報告を求めます。 

 経済建設委員長天日公子君。 

○経済建設委員長（天日公子君） -登壇- 

 経済建設委員会より、平成26年第２回定例会において

付託となった議案第７号、富良野市産業研修センター設

置条例の全部改正についての審査の経過と結果について

御報告申し上げます。 

 本委員会では、関連資料の提出を求め、担当部局から

の説明を受け、審査を進めてきたところであります。 

 担当部局からは、本年３月策定の第２次富良野市農業

及び農村基本計画で重点取り組みに位置づけられた人づ

くりの推進のため、山部地区にある富良野市産業研修セ

ンターを人材育成の拠点施設として富良野市農業担い手

育成センターに改める趣旨や、条例の新旧対照表に基づ

いて具体的な改正内容の説明を受けました。 

 審査の中では、農業担い手育成センターの組織体制や

職員の雇用形態、施設の運営経費と構成団体の負担金の

あり方、農場から生産された農作物の流通、販売ルート

などについて質疑が行われました。また、実際の施設利

用に際して、親元就農者の施設利用の考え方や富良野緑

峰高校農業特別専攻科との兼ね合い、利用者の施設、附

属設備に対する善管義務と損害賠償責任保険への加入に

ついてなど、担当課の考え方について確認を行ってまい

りました。 

 最終的には、これらの審査経過を踏まえて、今回の改
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正内容は、農業の担い手の確保や育成のため、地域が連

携して関係団体が保有するノウハウを結集し、農業経営

に必要な技術、知識の習得を支援するものであることか

ら、原案どおり可決すべきものと委員全員の賛成で決定

した次第であります。 

 以上、審査の経過と結果を申し上げまして、報告とい

たします。 

○議長（北猛俊君） これより、本件の質疑を行います。 

 質疑ございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（北猛俊君） ないようですので、以上で本件の

質疑を終わります。 

 討論を省略いたします。 

 お諮りいたします。 

 本件の委員長報告は、原案のとおり可決すべきもので

あります。 

 これに御異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（北猛俊君） 御異議なしと認めます。 

 よって、本件は、委員長の報告のとおり可決すること

に決しました。 

――――――――――――――――――――――――― 

 日程第５ 

  所管事項に関する委員会報告及び都市事例調査 

  報告 

――――――――――――――――――――――――― 

○議長（北猛俊君） 日程第５、前回より継続調査の所

管事項に関する委員会報告及び都市事例調査報告を議題

といたします。 

 本件に関し、順次、委員長の報告を求めます。 

 初めに、調査第１号、学校内における児童生徒への危

機管理体制について及び都市事例調査について。 

 総務文教委員長岡野孝則君。 

○総務文教委員長（岡野孝則君） -登壇- 

 総務文教委員会より、平成26年第２回定例会において

許可を得ました調査第１号、学校内における児童生徒へ

の危機管理体制についての調査経過と結果について御報

告申し上げます。 

 本委員会では、中間報告の後、現地調査を実施し、担

当部局より資料と説明を求め、調査を続けてまいりまし

た。 

 要点のみ御報告申し上げます。詳細については御一読

願います。 

 本市の平成26年４月１日現在の学校数は、小学校９校、

中学校６校で合計15校、小中併置２校であります。小学

校の児童数は1,164名、中学校の生徒数は663名、合計

1,827名の児童生徒が在籍しております。これらの児童生

徒が学校において安全に安心して過ごせるようにするた

めには、安全管理を徹底する必要があると考えます。そ

こで、本委員会では、アレルギー疾患などによる対応、

また、学校の危機管理マニュアルの整備状況について重

点的に調査を行い、次の２点について委員会として意見

の一致を見たところであります。 

 １点目は、食物アレルギーについてであります。 

 現在、約３人に１人は何らかのアレルギー疾患を持っ

ており、年々増加傾向にあるアレルギー疾患に対しては、

慎重かつ迅速な対応に努めなければなりません。アレル

ギーを引き起こさないための予防策として、食物アレル

ギーに対する知識の習得や、学校、保護者が一丸となっ

た研修会が必要であります。また、重篤なアレルギー反

応であるアナフィラキシーショックに対して用いられる

アドレナリン自己注射薬であるエピペンについては、全

ての学校に使い方のＤＶＤなどを配付し、研修を行って

いるところですが、実技による講習会も必要と考えると

ころであります。 

 ２点目については、学校危機管理マニュアルについて

であります。 

 それぞれの学校の特性、実態に応じて独自性を持たせ

ていることは理解するところですが、目次やページ構成

など誰にもわかりやすい明確な内容や表現で統一を図る

ことに加え、専門の有識者の意見を参考にすることも必

要と思われます。 

 教育委員会としては、学校危機管理マニュアルの整備

状況を把握するとともに、内容の点検を行い、各学校に

おいては防護器具のさすまたの操作を含めた防犯訓練や、

災害発生時の避難用具の使用及び経路確認のための実技

訓練が必要と考えます。 

 最後に、学校における危機管理マニュアルによって危

機を予知、回避するとともに、危機発生時には被害を最

小限に抑えることにより、児童生徒が安全・安心に学校

で学べることを願うものであります。 

 以上、総務文教委員会からの事務調査報告といたしま

す。 

 続いて、都市事例調査について報告を申し上げます。 

 要点のみ報告申し上げます。 

 八王子市においては、いじめ防止基本方針について、

平成26年４月より施行され、いじめは未然防止と早期発

見が重要であることを基本としております。いじめ件数

においては、増加傾向にあるものの、解消率が向上され、

いじめ防止基本方針が生かされておりました。また、子

供の安全に関する取り組みとして、地域ぐるみで取り組

んでいることと、元警察官のスクールガードリーダーは

現在18名にて活動されております。また、低学年が下校

する時間帯に防災無線から「守ってあげたい」のメロデ

ィーを放送し、地域の見守りのきっかけとなっておりま

す。 
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 八王子市の考察として、いじめ防止基本方針について、

市教育委員会では、学校現場で教職にあった教育指導主

事が配置されており、日ごろの学校における危機管理に

対する問題や課題について熟知していて、その解決策に

ついて教育現場と十分な意思の疎通が図られ、実態に即

応した具体的なものとなっております。市内のいじめ発

生件数解消率においても、平成22年度は237件、71％、平

成25年度は350件、86％、解消率が年々改善されているこ

とから、家庭、地域、関係機関が学校と連携することが

より重要であると感じられました。また、学校間同士が

情報共有することでいままで隠れていたいじめが表面化

されるなど、いじめの早期発見、実態の把握が行われ、

いじめの未然防止に役立っており、本事業は、保健給食

課が窓口となり８担当課が連携して推進されております。

いじめは、学校、家庭だけの問題ではなく、大人を含め

た社会全体の問題であり、いじめ防止、子供の安全の啓

蒙啓発活動など、早期に行動を起こすことで問題克服に

取り組む八王子市の姿勢が大変参考になりました。 

 続いて、渋川市においてであります。 

 児童生徒の緊急対応、子ども安心カードについてであ

りますが、調布市の小学校で食物アレルギーを持つ女児

が給食後に死亡するという事故がきっかけで導入された

もので、いままでかかった大きな病気、服用薬、アレル

ギー項目などを記載されているカードであります。また、

学校の危機管理についてでありますが、災害時を想定し

た保護者への引き渡し訓練など、多種にわたり訓練を実

施されているところが印象的でありました。 

 考察として、渋川市の子ども安心カード導入に当たっ

ては、学校、保護者、消防との調整が十分図られること

で、保護者全員の同意を得る難題の克服を図っておりま

す。救急搬送においては、カードにより救急隊が知りた

い情報が、即、得られ、搬送時間の短縮にもつながって

おり、本市においても、市域が広く、学校からの救急搬

送の時間短縮は有効であることから、同様の取り組みを

検討すべきであると感じたところであります。また、学

校の危機管理においても、学校外における地域や保護者

との協力による避難訓練は、学校内だけでは把握できな

い危機管理に関する課題に対して、地域と一体となって

解決していく取り組みとして評価できるものであります。

将来を担う子供の安全・安心について、渋川市の全市を

挙げて取り組む姿勢は大変参考になり、感動したところ

であります。 

 以上、八王子市、渋川市の都市事例調査報告を終わり

ます。 

○議長（北猛俊君） ただいまの報告２件に関し、御発

言ございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（北猛俊君） ないようですので、以上で総務文

教委員会の報告を終わります。 

 次に、調査第２号、高齢者の健康づくりと介護予防、

認知症予防について及び都市事例調査について。 

 保健福祉委員長岡本俊君。 

○保健福祉委員長（岡本俊君） -登壇- 

 保健福祉委員会より、事務調査第２号、高齢者の健康

づくりと介護予防、認知症予防の調査の経過と結果につ

いて御報告申し上げます。 

 本委員会では、担当部局より資料の提出と説明を求め、

本市の高齢者に対する健康寿命の延伸に向けた取り組み

について、現状と課題の把握に努め、都市事例調査を行

いながら調査を進めてきました。 

 本市の平成26年２月末における65歳以上の高齢者人口

は6,714人で、高齢化率にすると28.5％に達し、団塊の世

代の高齢化が進むことにより、75歳以上の人口の増加が

予想されます。介護認定の状況については、同じく平成

26年２月末の状況では1,273人で、平成22年９月末から188

人の増加となっています。 

 これらの介護認定にかかわる要介護及び要支援認定者

における原因疾患は、脳血管疾患と認知症を合わせると

70％を占め、軽度、重度の介護にかかわらず認知症が原

因疾患となる例が多く占めています。また、運動機能の

疾患も原因疾患の中の17.6％を占めており、運動機能の

健康が寿命に追いついておらず、日常の身体運動による

運動機能の維持が重要と考えられます。富良野市の取り

組みについては、この原因疾患の予防対策を中心に、生

活習慣病対策、運動機能維持、栄養指導に取り組まれて

おり、高齢者の健康づくりと介護予防、認知症予防に一

定の成果を上げていると考えられます。 

 これらの説明を受け、委員会として議論を重ねてまい

りました。 

 初めに、健康の定義について、ＷＨＯ憲章を確認し、

健康には肉体的な健康が強調されるイメージを持ってい

るところですが、あわせて、精神的、社会的に満たされ

ることがあるということも改めて認識することができま

した。しかし、日常生活の大部分は、肉体的な健康が重

要であると思われることから、身体的な健康づくりを中

心に調査と検討を行ってきました。 

 基本的な考えとして、当委員会では、運動の習慣化と

日常生活に必要な運動機能を維持することは、健康づく

りと介護予防、認知症予防の出発点として意識していく

必要があり、これらの運動など習慣化のためにも動機づ

けが最も重要であると考えるところであります。高齢者

に限らず、若いうちから運動の習慣を持つことで要介護

認定者や認知症患者をふやさないことができることから、

介護予防と認知症予防につながると考えたところであり

ます。あわせて、心の健康を維持することは、生活全般

における原動力となるもので、この部分の維持や充実も



 - 8 - 

必要と考えられます。 

 このことを踏まえて、実際の事業推進に当たってはさ

まざまな事業を進めていかなければなりませんが、各種

の参加を促すために動機づけを特に意識していくことで、

参加者の増加により健康維持に向けた好循環サイクルが

構築されることから、まずは情報発信から取り組むこと

について意見の一致を見たところであります。 

 以上、保健福祉委員会の事務調査報告を終わらせてい

ただきます。 

 引き続き、保健福祉委員会より、都市事例調査の結果

について御報告申し上げます。 

 本委員会では、高齢者の健康づくりにおける運動など

動機づけに関する取り組みの都市事例調査として、山形

県上山市、埼玉県志木市を訪問してまいりました。上山

市については、上山型温泉クアオルト事業と構想につい

て、志木市ついては、元気いきいきポイント事業につい

て、健康運動教室並びに健康運動教室で活用されている

ｅ－ｗｅｌｌｎｅｓｓシステムに関する調査を行ってま

いりました。 

 調査の内容の詳細と両市における事業の詳細について

は、報告書で御一読願い、調査後の考察を中心に御報告

申し上げます。 

 上山市については、上山型温泉クアオルト事業と構想

について説明を受け、実際にウオーキングを体験してき

たところであります。上山型温泉クアオルト構想は、全

市を挙げて健康をキーワードに取り組みが進められてお

り、ウオーキング、温泉、健康、観光、食、環境と景観

の六つのリーディングプロジェクトからまちづくりにつ

なげるもので、地域の資源を最大限に活用しているもの

です。このうち、クアオルト健康ウオーキングでは、「い

つでも、だれでも、一人でも」というキャッチフレーズ

を持ち、手軽に取り組むことができ、筋力や持久力の向

上に役に立ち、健康増進につながることを体験を通じて

感じたところであります。また、市内におけるウオーキ

ングコースは、多様な工夫が凝らされており、ウオーキ

ングを継続するための動機づけにつながると思われます。

実際に訪問した印象では、地形や特産品を初め、富良野

市と似ている部分も多く、健康増進の施策として取り入

れることのできる可能性を感じるものでありました。 

 志木市における元気いきいきポイント事業は、65歳以

上で要介護及び要支援の認定を受けていない高齢者を対

象に、介護予防事業及び地域貢献活動をポイント対象事

業とし、事業に参加したときにポイントを付与し、集め

たポイントを換金できる事業です。また、健康運動教室

では、体力年齢の若返りを目的に、40歳以上の市民を対

象として本年７月から実施され、健康運動教室で活用さ

れているｅ－ｗｅｌｌｎｅｓｓシステムは、個人別の運

動と栄養プログラムを作成するシステムで、歩数計のデ

ータを取り込みながら、随時、プログラムの改善が行わ

れているものです。 

 ポイント制度は、対象事業に市民が参加するための動

機づけとして非常に有効と考えられますが、課題とされ

ている点も多く、今後の見直しにより成熟する余地の多

い事業であると感じるところでありました。また、健康

運動教室とｅ－ｗｅｌｌｎｅｓｓシステムについては、

データによる自分の健康状態などが可視化されることで

参加者の健康に対する意欲を刺激し、運動を継続するた

めの動機づけとして考えたときに、参考となるものと思

われます。 

 今回の都市事例を通じて感じたこととして、高齢者に

限らず、広く市民へ呼びかけることの必要性と動機づけ

の方策が必要であると実感することができたところであ

ります。 

 以上、保健福祉委員会の都市事例調査報告を終わりま

す。 

 以上です。 

○議長（北猛俊君） ただいまの報告２件に関し、御発

言ございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（北猛俊君） ないようですので、以上で保健福

祉委員会の報告を終わります。 

 次に、調査第３号、観光行政について。 

 経済建設委員長天日公子君。 

○経済建設委員長（天日公子君） -登壇- 

 経済建設委員会より、調査第３号、観光行政について

の調査の経過と結果について御報告申し上げます。 

 本委員会では、本市の観光行政の取り組みについて、

担当部局に資料の提出と説明を求め、その現状と課題を

把握し、さきの平成26年第２回定例会において、それま

での調査経過について中間報告を行ってきたところであ

ります。 

 本市では、富良野市観光振興計画に基づき、平成20年

度から10年間を計画期間として各種観光施策が進められ、

計画の数値目標として、国内外の観光客宿泊延べ数70万

泊、うち外国人７万泊、宿泊客消費単価４万円（10ペー

ジで訂正）、日帰り客消費単価１万円などが掲げられて

いますが、景気低迷、新型インフルエンザの流行、東日

本大震災などの影響を受け、前期５カ年計画では計画ど

おりに数値が伸びていない経過があります。平成25年度

からの後期５カ年計画では、具体的戦略や数値目標は継

続し、滞在型・通年型観光の推進、観光客の受け入れ環

境整備、観光客の誘客、維持可能な観光振興の四つの柱

に基づいて具体的な取り組みが進められております。 

 以下、取り組み内容については、御一読願います。 

 本委員会では、これまでの観光行政の施策を踏まえて、

将来的な富良野のまちづくりを考えていく上で観光がま
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ちづくりに果たす役割とその目指すべき方向性を確認し、

その中で行政の役割とは何か、議論を重ねてきました。

本市の観光行政について各委員から出された意見をもと

に、行政と観光協会の役割分担、観光分野における緊急

雇用対策、観光と農業のつながり、地域観光振興計画の

推進体制の４点にまとめて、以下のとおり提言いたしま

す。 

 １、行政と観光協会の役割分担について。 

 現在、本市の観光は、富良野市国際観光促進協議会が

主体となって、観光振興計画に基づいて各種施策を展開

しており、市と観光協会の二つの組織がその事務作業を

担っている。観光協会は、平成10年に法人化して以来、

情報発信を主体に外国人や修学旅行生の受け入れ窓口や

誘客宣伝、着地型旅行商品の造成、２次交通や各種イベ

ントの運営、ドラマロケ地の管理など観光業務の中核を

担ってきた。この間、平成18年度には観光入り込み数も

過去最高の249万人となり、国からの補助事業も早いサイ

クルで移り変わり、観光協会の業務内容も非常に複雑化

してきているのが現状である。また、近年は、ロケ地管

理収益の減少が影響し、収支的にも観光協会の事業運営

に支障を来している。 

 一方、行政は、農村観光環境都市を全体像としたまち

づくりを進める立場のもとで、総体的な事務事業を執行

する機関であり、事務を担う観光協会と連携しながら、

観光関連の補助事業の予算づけと、その後のチェック、

フォローをしなければならない。 

 しかし、行政と観光協会の間において、国からの補助

事業の採択条件により、事業主体を指定されることで、

本来担う役割と実際に行う業務が交錯する場合がある。

例えば、本来、観光協会や観光事業者が行うべきイベン

ト業務の現場対応や外国へのプロモーション活動につい

て市職員が対応することや、行政が担うべき会計業務を

観光協会が取り扱うなど、本来担当すべき部署がその業

務を担えない難しさがある。そのため、行政と観光協会

の役割分担を改めて整理して、行政が担う部分と観光協

会へ委託する部分を明らかにするとともに、行政は観光

協会が各種事業を遂行するために必要とする経費を精査

し、適宜、行政が補助するなど、行政と観光協会が相互

に協力できる体制を早急に目指されたい。 

 また、国からの補助事業による観光施策は継続しなが

らも、画一的な観光施策とならないために、富良野圏域

が本来持っている魅力を十分生かせるよう、富良野の独

自性を考え合わせた観光施策を遂行できる新たな体制づ

くりも検討されたい。 

 ２、観光分野における緊急雇用対策について。 

 本市では、滞在型観光、スポーツ観光、農村観光など

の観光分野で国の緊急雇用対策事業が活用されている。

観光客に対するガイド業務やインフォメーション業務、

ウオーキングルートを利用したイベント開発、スキーと

託児や英語の学習を組み合わせた商品開発、個人旅行向

け農業体験のメニュー化などに取り組み、事業終了後は

雇用者のスキルアップが図られ、事業の受託企業にその

まま就職する者もいるなど一定の成果が見られている。 

 しかし、いずれも単年度雇用のために事業終了後に離

職する場合が多く、雇用者の半数以上はその後も求職中

であり、行政は事業の検証を含めてフォローする体制が

必要である。また、観光施設、遊歩道の草刈りなど環境

整備や景観保全の維持、さらに、観光人材育成の面から、

資格やノウハウ取得のためにも、雇用対策事業を一過性

に終わらせず、地域として計画的な人材の定着を図り、

産業として観光分野の裾野を広げていく方向性を持つべ

きである。 

 ３、観光と農業のつながりについて。 

 本市の観光の始まりは、スキーリゾートとして冬季観

光が中心であったが、農業をなりわいとした生活の原風

景がテレビドラマの放映などで紹介され、農村景観が観

光資源として着目されるようになり、花観光とあわせて

現在は夏季観光においても多くの観光客が訪れるように

なった。行政は、美しい農村景観が訪れる観光客を魅了

し、安定した農業基盤によってそのような景観が保持さ

れていることを地域の農業者と理解し合いながら、とも

に観光地域づくりを進めていく意識の醸成を図られたい。 

 また、市内農業者の中には、観光客に農作物の収穫な

ど農業体験をさせる観光農園の経営や、宿泊施設へ農作

物を地場産食材として直接出荷するなど、観光と連携し

た中で経営を行う農業者もいることから、直売所などの

観光客と農業者が交流できる機会の創出や、地場産食材

の普及活動を後押ししていく必要がある。 

 ４、地域観光振興計画の推進体制について。 

 地域観光振興計画は、これまで山部、東山、北の峰の

各地域で策定されており、おのおのの地域資源の活用に

よる地域活性化を目的とした計画である。これまでの計

画の推進状況は、各地域の地元有志によるグループやＮ

ＰＯ法人などを中心として積極的な地域活動が行われて

おり、体験観光を中心に観光客の受け入れ体制が整備さ

れてきている。 

 一方で、活動の初期段階では行政の人的支援や補助金

により活動経費を賄えていたが、その後、地域だけで取

り組むには資金面で難しい現実や、地域で自主的な活動

計画を立ててもそれを支援する行政側の相談窓口が統一

されていないなど、地域と一体となった計画の推進体制

を整える必要がある。 

 さらに、委員会の議論では、本当に観光を切り口とし

て地域振興を目指すべきなのか、地域観光振興計画のこ

れまでの実施内容は外部から集客するイベントの開催が

多く、地域によってはそれが本当に課題解決につながっ
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ているのか、また、地域振興は観光振興と分けて考えな

ければならないものもあり、まずは地域振興計画を立て

て、その中に観光分野を入れていくべきではないかなど

の意見が出された。 

 行政は、今後も、各地域の意見集約を行いながら地域

観光振興計画が目指す方向を確認し、地域振興と観光振

興の両方の観点から、それぞれの地域特性に応じた施策

を行政組織内の連携も含めて具体的に検討していくべき

である。 

 訂正させていただきます。 

 最初に、宿泊客消費単価４万円を７万円と申しました

ので、４万円に訂正させていただきます。 

 以上、経済建設委員会からの報告といたします。 

○議長（北猛俊君） ただいまの報告に関し、御発言ご

ざいませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（北猛俊君） ないようですので、以上で経済建

設委員会の報告を終わります。 

 次に、都市事例調査について。 

 議会運営委員会委員長日里雅至君。 

○議会運営委員長（日里雅至君） -登壇- 

 議会運営委員会より、都市事例調査の結果について御

報告申し上げます。 

 本委員会では、議会運営に関する調査として千葉県流

山市議会の情報通信技術（ＩＣＴ推進基本計画）、以後、

ＩＣＴと呼ばせていただきます。茨城県取手市議会にお

ける議会基本条例に伴う議会運営について、先進地事例

調査を行ってきました。 

 なお、報告は要点のみ申し上げますので、詳しくは報

告書を御一読いただきたいと思います。 

 流山市議会では、平成21年に議会基本条例を制定して

おり、前文には、積極的な情報公開を率先して行うこと

と、一層、市民に開かれた議会の実現を上げており、そ

の後、さらなる情報公開と情報通信技術の推進を求める

決議を可決し、この決議に基づいて事業を推進するため、

流山市議会ＩＣＴ推進基本計画を策定しました。 

 ＩＣＴ推進基本計画の目的は、民主主義の過程に市民

がより深くかかわる機会を得るため、市民に開かれた議

会の一層の実現を図り、議会のオープン化に向けた有効

な手段の一つとして、ＩＣＴ技術の積極的な活用を推進

することとしています。これに続く基本的な事項につい

ては、「（１）最新の議会情報を、分かり易く提供する。

（２）議会への住民の参加機会の拡大と関心の向上を図

る。（３）議会活動の積極的展開を図る。（４）事務の

合理化・効率化を進める。」と定め、各種の事業を展開

いたしております。具体的な事業として多くの事業が計

画されており、このうち、委員会のインターネット中継、

会議通知、各種式典などの案内通知の電子メール化、議

案書の電子化、スマートフォンを活用した採決システム、

議場におけるプレゼンテーションツールの活用について

説明を受けたところであります 

 なお、採決システムについては、実際に操作説明を受

け、各委員が操作を体験することができました。また、

採決結果を公開する議会広報の取り組みについて伺うこ

とができ、表紙の写真は市民から公募するなど、市民の

関心を引きつけるよう工夫されています。 

 考察として、議会の見える化は試行錯誤ながら進めら

れていますが、プレゼンテーションツールの活用は見え

る化の実現に役立っていると思われます。また、議会広

報の表紙写真コンテストについては、議会への関心と市

民参加を促すきっかけとしてよい方法と感じられました。 

 以上のことから、議会から情報をどのように伝えるか、

その一つの手段としてＩＣＴ技術を活用していくことは、

今後、富良野市議会としても取り上げる必要性を感じら

れたところであります。また、流山市議会事務局の体制

が充実しているように感じられ、このことも一つの課題

であると考えるところであります。 

 取手市議会基本条例については、前文に、「市民に開

かれた市政を目指す責務を有し、また、合議制の議会は、

多様な意見を集約するために、市民との対話を行い、自

由かっ達な討議を重ね、その審議経過を市民に積極的に

公開しなければならない。」としています。 

 大きな特徴として、議案に対する討論が３回までする

ことができること、委員会において、申し出があったと

きに請願の提出者から意見を聞く機会を設けていること

と、許可制ではありますが、傍聴者の発言機会を設けて

いるということであります。また、議会の活動原則とし

て、市民が傍聴の必要性を認識できる議会運営に努める

ことと、市民にわかりやすい言葉、表現を用いた議会運

営に努めることとしています。条例制定後、発言機会を

設けていることについては、請願の提出後、傍聴者が同

一人物となるなど課題も生じたことから、ただし書きを

追加し、同じ人が発言しないよう、多くの市民が発言で

きるように見直され、さらに、議長及び副議長を志願す

る者の所信表明や、一般質問の一問一答方式と反問権の

導入など、議会運営委員会による見直しが継続的に行わ

れています。さきに述べた流山市議会と類似した採決シ

ステムも導入されており、個人別賛否が明らかになるよ

う取り組んでいます。 

 考察として、請願の提出者や傍聴者の発言機会を設け

ることや市民にわかりやすい議会運営に努めている点か

ら、市民が議会に参加することを意識した条例であると

感じられたところであります。その議会側の思いが届い

ている市民は、請願の提出や発言するなど積極的に議会

へのかかわりが見られる反面、議会報告会の参加が伸び

ていないなど、市民の意識が二極化していると感じられ
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ました。 

 今後、見直しによって、より市民参加が進むことが期

待されると思われます。富良野市議会においても、市民

が抱える課題をどのように議会で反映させていかなけれ

ばならないかと感じられたところであります。 

 以上、議会運営委員会の都市事例調査の報告を終わり

ます。 

○議長（北猛俊君） ただいまの報告に関し、御発言ご

ざいませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

 以上で、議会運営委員会の報告を終わり、所管事項に

関する委員会報告及び都市事例調査報告を終了いたしま

す。 

――――――――――――――――――――――――― 

 日程第６ 議会改革特別委員会報告 

――――――――――――――――――――――――― 

○議長（北猛俊君） 日程第６、前回より継続調査の議

会改革特別委員会報告を議題といたします。 

 本件に関し、委員長の報告を求めます。 

 議会改革特別委員長岡本俊君。 

○議会改革特別委員長（岡本俊君） -登壇- 

 議会改革特別委員会より、第２回定例会以降の議会改

革の取り組みについて御報告申し上げます。 

 地方分権のもとで、議会が変わればまちが変わると言

われる中で、富良野市議会は、平成12年３月に副議長を

座長とする任意機関として議会改革懇話会を設置し、議

会改革がスタートしました。平成17年12月には、新たに

議会改革特別委員会を設置し、開かれた議会、討論する

議会、衆知を集める議会、行動する議会をもとに、本格

的な議会改革への取り組みが始まり、議会の機能を十分

に活用し、市民参加の議会づくりを実践することを前提

に今日まで改革を推進してきました。 

 この14年間の主な具体的な取り組みとして、広報活動

としてふらの市議会だよりの発刊やＦＭラジオ放送、ホ

ームページなどを活用した情報発信やインターネット中

継の実施、わかりやすい議会への取り組みとして一般質

問における一問一答制の導入、市民参加と説明責任とし

ての議会報告会やまちづくりトークなど、市民の声を聞

き、議会へ反映する市民に開かれた議会に向けて各種改

革を進めてまいりました。 

 議会改革特別委員会としては、このような改革の積み

重ねと実践を整理し、議会及び議員が果たす役割を明確

にするために、議会における最高規範として富良野市議

会基本条例を制定することとし、委員会では、素案を策

定するとともに、議員全員による自由討議を行い、内容

を精査してまいりました。 

 今後は、市民の負託に応え、市の発展と市民福祉の増

進に寄与するようさらに議論を深め、制定に向けた市民

参加の手続を進めるとともに、今後開催される議会報告

会においても市民の皆さんに周知してまいります。 

 以上、議会改革特別委員会よりの中間報告といたしま

す。 

○議長（北猛俊君） ただいまの報告に関し、御発言ご

ざいませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（北猛俊君） ないようですので、お諮りをいた

します。 

 ただいまの委員長報告は中間報告であり、継続調査を

要することであります。 

 これに御異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（北猛俊君） 御異議なしと認めます。 

 よって、本件については、継続調査とすることに決し

ました。 

 以上で、議会改革特別委員会の報告を終わります。 

――――――――――――――――――――――――― 

 日程第７ 監査委員報告 

――――――――――――――――――――――――― 

○議長（北猛俊君） 日程第７、監査委員報告を議題と

いたします。 

 報告は、例月出納検査結果報告、平成25年度５月分の

１件、平成26年度５月分から７月分の３件であります。 

 本報告４件に関し、御発言ございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（北猛俊君） ないようですので、以上で本報告

を終わります。 

――――――――――――――――――――――――― 

 日程第８ 平成25年度富良野市教育行政評価報告 

――――――――――――――――――――――――― 

○議長（北猛俊君） 日程第８、平成25年度富良野市教

育行政評価報告を議題といたします。 

 本報告に関し、御発言ございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（北猛俊君） ないようですので、以上で本報告

を終わります。 

 ここで、11時15分まで休憩いたします。 

     ――――――――――――――― 

        午前11時06分 休憩 

        午前11時14分 開議 

     ――――――――――――――― 

○議長（北猛俊君） 休憩前に引き続き、会議を開きま

す。 

――――――――――――――――――――――――― 

 日程第９ 

  議案第14号 富良野市監査委員の選任について 

――――――――――――――――――――――――― 
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○議長（北猛俊君） 日程第９、議案第14号、富良野市

監査委員の選任についてを議題といたします。 

 提案者の説明を求めます。 

 市長能登芳昭君。 

○市長（能登芳昭君） -登壇- 

 議案第14号、富良野市監査委員の選任について御説明

を申し上げます。 

 富良野市監査委員の松浦惺氏は、平成26年９月30日を

もって任期満了となりますので、その後任といたしまし

て宇佐見正光氏を富良野市監査委員に選任いたしたく、

地方自治法第196条第１項の規定に基づき、議会の同意を

求めるものでございます。 

 なお、宇佐見氏の経歴につきましては、別紙経歴書の

とおりでございますので、よろしく御審議のほどをお願

い申し上げます。 

 以上であります。 

○議長（北猛俊君） これより、本件の質疑を行います。 

 質疑ございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（北猛俊君） ないようですので、以上で本件の

質疑を終わります。 

 討論を省略いたします。 

 お諮りいたします。 

 本件選任について、同意することに御異議ございませ

んか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（北猛俊君） 御異議なしと認めます。 

 よって、本件は、選任に同意することに決しました。 

――――――――――――――――――――――――― 

 日程第10 

  議案第15号 富良野市公平委員会委員の選任に 

  ついて 

――――――――――――――――――――――――― 

○議長（北猛俊君） 日程第10、議案第15号、富良野市

公平委員会委員の選任についてを議題といたします。 

 提案者の説明を求めます。 

 市長能登芳昭君。 

○市長（能登芳昭君） -登壇- 

 議案第15号、富良野市公平委員会委員の選任について

御説明申し上げます。 

 富良野市公平委員会委員の東所榮子氏は、平成26年10

月11日をもって任期満了となりますので、その後任とい

たしまして、藤田嗣人氏を富良野市公平委員会委員に選

任いたしたく、地方公務員法第９条の２第２項の規定に

基づき、議会の同意を求めるものでございます。 

 なお、藤田氏の経歴につきましては、別紙経歴書のと

おりでございますので、よろしく御審議のほどをお願い

申し上げます。 

○議長（北猛俊君） これより、本件の質疑を行います。 

 質疑ございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（北猛俊君） ないようですので、以上で本件の

質疑を終わります。 

 討論を省略いたします。 

 お諮りいたします。 

 本件選任について、同意することに御異議ございませ

んか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（北猛俊君） 御異議なしと認めます。 

 よって、本件は、選任に同意することに決しました。 

――――――――――――――――――――――――― 

 日程第11 

  報告第１号 平成25年度健全化判断比率につい 

  て 

  報告第２号 平成25年度資金不足比率について 

――――――――――――――――――――――――― 

○議長（北猛俊君） 日程第11、報告第１号及び報告第

２号、以上２件を一括して議題といたします。 

 本件２件につき、順次、説明を求めます。 

 副市長石井隆君。 

○副市長（石井隆君） -登壇- 

 報告第１号、平成25年度健全化判断比率について御報

告を申し上げます。 

 平成25年度の富良野市の健全化判断比率につきまして

は、地方公共団体の財政の健全化に関する法律第３条第

１項の規定に基づき、監査委員の意見書を添付し、別紙

のとおり御報告を申し上げます。 

 報告第２号、平成25年度資金不足比率について御報告

を申し上げます。 

 平成25年度の富良野市の資金不足比率につきましては、

地方公共団体の財政の健全化に関する法律第22条第１項

の規定に基づき、監査委員の意見書を添付し、別紙のと

おり御報告を申し上げます。 

○議長（北猛俊君） 本件２件について御発言ございま

せんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（北猛俊君） ないようですので、以上で本件２

件の報告を終わります。 

――――――――――――――――――――――――― 

 日程第12 

  報告第３号 株式会社富良野振興公社の経営状 

  況について 

  報告第４号 株式会社ふらの農産公社の経営状 

  況について 

  報告第５号 株式会社空知川ゴルフ公社の経営 

状況について 
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――――――――――――――――――――――――― 

○議長（北猛俊君） 日程第12、報告第３号から報告第

５号まで、以上３件を一括して議題といたします。 

 本件３件につき、順次、説明を求めます。 

 副市長石井隆君。 

○副市長（石井隆君） -登壇- 

 報告第３号、株式会社富良野振興公社の経営状況につ

いて御報告を申し上げます。 

 株式会社富良野振興公社の平成25年度の決算状況及び

平成26年度の事業計画につきまして、地方自治法第243

条の３第２項の規定により、別冊のとおり御報告を申し

上げます。 

 次に、報告第４号、株式会社ふらの農産公社の経営状

況について御報告を申し上げます。 

 株式会社ふらの農産公社の平成25年度の決算状況及び

平成26年度の事業計画につきまして、地方自治法第243

条の３第２項の規定により、別冊のとおり御報告を申し

上げます。 

 次に、報告第５号、株式会社空知川ゴルフ公社の経営

状況について御報告を申し上げます。 

 株式会社空知川ゴルフ公社の平成25年度の決算状況及

び平成26年度の事業計画につきまして、別冊のとおり御

報告を申し上げます。 

 以上でございます。 

○議長（北猛俊君） 本件３件について御発言ございま

せんか。 

 ５番広瀬寛人君。 

○５番（広瀬寛人君） それでは、ただいまの報告第５

号、株式会社空知川ゴルフ公社の経営状況について、別

冊でいただいた書類の内容について少し御説明をいただ

きたいと思ってお伺いいたします。 

 いただいた資料の26ページ中の14ページです。こちら

のほうに平成26年度事業計画並びに収支計画が書かれて

おりまして、この前段の文章の後半部分で、安くてもコ

ース状態が悪いところは入場者が減少しています、これ

らの情勢を見きわめながら、コースの維持管理を優先に

サービスの徹底による利用者の確保に向けた事業の推進

に努めてまいりますという表現がなされておりまして、

次ページに、コース管理につきましては適切な維持管理

とサービス向上に全力を傾注してまいりますという表現

がございます。 

 私もこのとおりだと思うのですが、平成26年度の収支

計画の予算書の中の収支予算予定額ということで19ペー

ジにある資料に目を通しますと、いわゆるコース管理に

当たる部分と支配人業務委託に当たる業務委託料が前年

に比べまして139万5,000円減少となっております。この

事業計画の示す方向と予算の収支についての整合性が私

にはちょっと理解できにくいので、御説明をいただきた

い。 

 説明に当たっては、取締役の善管注意義務をどのよう

に解釈されているかもあわせて御説明いただきたいと思

います。 

○議長（北猛俊君） 御答弁願います。 

 企画振興課長西野成紀君。 

○企画振興課長（西野成紀君） 広瀬議員の御質問にお

答えいたします。 

 空知川ゴルフ公社に関します業務委託に関しましては、

昨年度3,321万2,000円に対しまして、平成26年度予定の

指定管理につきましては3,181万7,000円という形で約130

万円ほど減額されております。 

 この理由、根拠についてですけれども、まず、１点目

は、人件費における支配人及びゴルフキーパーの分につ

きまして、昨年度まで12カ月分を見ておりましたが、本

年度につきましては10カ月分と２カ月分を減額しており

まして約70万円の減となっております。さらに、管理費

につきましては、空知川ゴルフ公社には南コースが９コ

ース、北コースが18コースありますが、南コースの分の

管理費を、若干、50万円ほど減額しております。また、

諸経費で90万円の減ということでトータルで210万円ほど

減額しておりますけれども、消費税が５％から８％へと

３％増額になったことによりまして、139万5,000円の減

額という形で指定管理の委託をしているところでござい

ます。 

 コースの維持管理につきましては、昨年以降、グリー

ン上、またはバンカー、さらにフェアウエーにおいて鹿

のふん等で苦情等もございましたけれども、そこら辺の

対策とあわせまして、少しでも入場者数の確保に向けた

事業の推進に努めているところでございます。 

 以上でございます。 

○議長（北猛俊君） よろしいですか。（「答弁になっ

ていないです」と呼ぶ者あり） 

 補足答弁を願います。 

 副市長石井隆君。 

○副市長（石井隆君） 補足答弁をさせていただきます。 

 これまで、コース維持に当たりましては、北と南がご

ざいますが、北コースについては、非常に利用者が多い

ということで重点的にコース管理をしようということで

ございます。南コースについては、多少、利用者が少な

く、また、今後、南コースをどうしようかという部分も

いま検討中でございますので、それも含めて北コースの

ほうに特化するということでございます。 

 また、善管注意義務につきましては、基本的に、我々

として、業者に対してこちらから働きかける、圧力をか

けるという形はとっていないということでございます。 

 以上でございます。 

○議長（北猛俊君） よろしいですか。 
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 ５番広瀬寛人君。 

○５番（広瀬寛人君） 私の質問は、委託料の部分の話

で、指定管理者の話ではなく、取締役としての善管注意

義務です。この営業方針に対して、この収支、そして、

そのお金のかけ方のウエートが善管注意義務に合致して

いるかどうか。いまの答弁ですと、善管注意義務の意味

の捉え方がちょっと違うように感じるのですが、再度、

御答弁いただけますか。 

○議長（北猛俊君） 御答弁願います。 

 副市長石井隆君。 

○副市長（石井隆君） コース管理については、先ほど

話しましたように、総体的に全てを下げるのではなくて、

取締役の中でも話し合いながら、適正なやり方というこ

とで、一部については肥料を減らすとか、そういう形を

とらせていただいているところでございます。 

 以上でございます。 

○議長（北猛俊君） 暫時休憩いたします。 

     ――――――――――――――― 

        午前11時28分 休憩 

        午前11時38分 開議 

     ――――――――――――――― 

○議長（北猛俊君） 休憩前に引き続き、会議を開きま

す。 

 休憩前の広瀬寛人君に対し、再度、答弁をいただきま

す。 

 副市長石井隆君。 

○副市長（石井隆君） 再度、御答弁させていただきま

す。 

 善管注意義務ということで、取締役会の中にも受託者

が入っていますが、受託者も含めて、基本的にどうある

べきかと。当然、コースは善良な管理をされなければな

らないという意識をそれぞれ持っておりますので、そう

いう視点から、いままでの形でそのまま行くと、結局、

受託者に負担をかけるか、コースが悪くなるかというこ

とになってまいります。そこで、先ほど説明させていた

だきましたように、北コースに力を入れ、南コースの管

理は多少落とさせていただく、そういうことで金額を下

げさせていただいております。 

 善管注意義務につきましては、基本的に、それぞれの

取締役がそういうふうに認識しておりますので、注意義

務違反になっているというふうな認識はございません。 

 以上でございます 

○議長（北猛俊君） よろしいですか。 

（「はい」と呼ぶ者あり） 

○議長（北猛俊君） そのほか御発言ございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（北猛俊君） ないようですので、以上で本件３

件の報告を終わります。 

――――――――――――――――――――――――― 

 日程第13 

  報告第６号 専決処分報告（自動車事故の損害 

  賠償） 

――――――――――――――――――――――――― 

○議長（北猛俊君） 日程第13、報告第６号、専決処分

報告を議題といたします。 

 本件について説明を求めます。 

 建設水道部長外崎番三君。 

○建設水道部長（外崎番三君） -登壇- 

 報告第６号、専決処分報告について御説明申し上げま

す。 

 本件は、地方自治法第180条第１項の規定により、去る

８月27日付をもって専決処分を行った自動車事故の損害

賠償及び和解につきまして、同条第２項の規定により、

御報告申し上げるものでございます。 

 本件は、平成26年７月24日、道路巡回中の都市施設課

職員の運転する車両が花園町２交差点において、後方確

認不足から後方に停止した車両前側と接触し、損傷を与

える事故が発生したものでございます。 

 車両の損害金は、相手方前方バンパー等の修理代とし

て13万4,329円でございます。 

 事故発生は、一時停止交差点において横断中の歩行者

に進路を譲る際の後方確認不足から、富良野市過失割合

を10割とし、損害賠償額を13万4,329円として８月27日に

示談を交わしております。 

 なお、今回の事故において相手方に人身の被害はなく

大事に至りませんでしたが、今後も、職員の自動車運転

に際しましては、安全運転に十分留意するよう指導を徹

底してまいります。 

○議長（北猛俊君） 本件について御発言ございません

か。 

 15番岡野孝則君。 

○15番（岡野孝則君） 説明をいただきました。 

 いま、建設水道部長から、歩行者がいたのでバックし

てぶつかったという話を聞かせていただきました。そし

て、交差点で10割ということなのですね。それなら本当

に10割かなと、自分もわからないわけではないです。 

 ただ、自分は、前回の６月の定例会のときにも質問さ

せていただきましたが、市の職員の皆さん方のこういう

交通事故が余りにも多発しているような気がいたしてお

ります。前回の答弁では、今後このようなことがないよ

うに指導してまいりますと言われ、ある部署においては、

１週間に一遍、必ず交通事故に対する啓蒙・啓発活動を

行っている、そのことによって事故が減ってきていると

いうことでした。 

 しかし、今回の事故が起こり、そして、富良野市は交

通安全大会というものを主催しているということからも、
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自分としては、いま、危機管理というのはどんな形にな

っているのかなという気がするものですから、危機管理

に関して御答弁をいただきたいと思います。 

○議長（北猛俊君） 御答弁願います。 

 総務部長若杉勝博君。 

○総務部長（若杉勝博君） ただいまの岡野議員の御質

問にお答えをいたします。 

 御指摘があったように、私どもは、６月議会、そして

今議会と、毎回、今後は安全運転に関して十分な指導徹

底というお話を申し上げているところですが、続いてい

ることに対しては本当におわび申し上げるしかありませ

ん。本当に、事故は、いつ、どこで、どのような状況で

起こるかわかりませんけれども、私どもは、各部にそれ

ぞれ安全運転管理者を置いておりまして、副管理者もお

ります。そして、事故が起きていなくても四半期ごとに

全職員へ周知し、また、こうしたことがあれば、再度、

それを徹底するようにということで庁議において各部に

お願いしているところであります。 

 しかし、残念ながら、今後こうしたことの可能性は否

定できないということで、おわび申し上げるしかないと

いうのがお答えになります。 

 申しわけございません。 

 改めて、今回も、報告第６号、そして第７号と２件の

事故報告ということでございますが、本当にくどいよう

ですけれども、職員になお一層の徹底を図るということ

でやっていきたいと思います。 

 以上です。 

○議長（北猛俊君） よろしいですか。 

 15番岡野孝則君。 

○15番（岡野孝則君） いまの部長の答弁では、今後も

こういうことがないように指導していきたいということ

ですが、いま、この場所で、こんな形で指導していきた

いという具体的なことを出していただきたいと思ってい

ます。今回も旭川で道職員の交通事故があって、本当に

大変な事故を起こした職員もおられましたよね。富良野

市においては、そういうことは絶対あってはならないの

だと思いますので、やはり、対応策というのを具体的に

御答弁いただければと思います。 

○議長（北猛俊君） 答弁調整のため、暫時休憩いたし

ます。 

     ――――――――――――――― 

        午前11時47分 休憩 

        午前11時48分 開議 

     ――――――――――――――― 

○議長（北猛俊君） 休憩前に引き続き、会議を開きま

す。 

 休憩前の岡野孝則君の質問に御答弁願います。 

 総務部長若杉勝博君。 

○総務部長（若杉勝博君） お答えします。 

 これまでの文書通知あるいは部長を通じての各課周知

に加えまして、この頻度を例えば週１回あるいは毎日と

し、朝礼などの中で口頭で注意するとか、それから、い

ま公用車については集中管理しておりますので、車の鍵

を借りに来たときに一声かけるなど、交通安全の徹底を

図るような具体的な対応をとってまいりたいと思います。 

 以上です。 

○議長（北猛俊君） よろしいですか。 

（「はい」と呼ぶ者あり） 

○議長（北猛俊君） そのほか質疑ございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（北猛俊君） ないようですので、報告第６号は、

地方自治法第180条第２項の規定に基づく報告でありま

す。 

 以上で、本報告を終わります。 

――――――――――――――――――――――――― 

 日程第14 

  報告第７号 専決処分報告（自動車事故の損害 

  賠償） 

――――――――――――――――――――――――― 

○議長（北猛俊君） 日程第14、報告第７号、専決処分

報告を議題といたします。 

 本件について説明を求めます。 

 保健福祉部長鎌田忠男君。 

○保健福祉部長（鎌田忠男君） -登壇- 

 報告第７号、専決処分報告について御説明申し上げま

す。 

 本件は、地方自治法第180条第１項の規定により、去る

８月28日付をもって専決処分を行った自動車事故の損害

賠償及び和解につきまして、同条第２項の規定により、

御報告申し上げるものでございます。 

 本件は、平成26年７月16日、福祉支援課職員の運転す

る車両が金融手続のため日の出町10番銀行駐車場内に入

った際、駐車場内の入り口付近に駐車していた軽自動車

が駐車場から出るため急に発進してきたことから、避け

切れずに公用車の左前方側面に接触、損傷を与える事故

が発生したものでございます。 

 車両の損害金は、相手方前方バンパーの修理代として

23万5,000円でございます。 

 この事故は、駐車場内での双方の前方確認不足による

もので、富良野市の過失割合を３割とし、損害賠償額を

７万500円として８月28日に示談を交わしております。 

 幸い、今回の事故においては双方に人身の被害はなく、

大事には至りませんでしたが、今後も職員の自動車運転

に際しましては、安全運転に十分留意するよう指導を徹

底してまいります。 

○議長（北猛俊君） 本件について御発言ございません
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か。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（北猛俊君） ないようですので、報告第７号は、

地方自治法第180条第２項の規定に基づく報告でありま

す。 

 以上で、本報告を終わります。 

――――――――――――――――――――――――― 

 日程第15 

  議案第13号 富良野市表彰条例に基づく表彰に 

  ついて 

――――――――――――――――――――――――― 

○議長（北猛俊君） 日程第15、議案第13号、富良野市

表彰条例に基づく表彰についてを議題といたします。 

 提案者の説明を求めます。 

 市長能登芳昭君。 

○市長（能登芳昭君） -登壇- 

 議案第13号、富良野市表彰条例に基づく表彰について

御説明申し上げます。 

 本件は、富良野市表彰条例に基づき、来る11月３日、

文化の日に３名の方々の功労につきまして表彰いたした

く、同条例第３条の規定に基づき、議会の同意を求める

ものでございます。 

 以下、その功績について御説明いたします。 

 児島応龍氏は、平成10年７月から教育委員に就任され、

平成26年６月までの長年にわたり、教育の機会均等、地

域の実情に応じた教育の振興に取り組まれ、特に平成20

年６月から委員長として教育行政の諸課題解決に向けて

御尽力された御功績でございます。 

 次に、宇佐見正光氏は、昭和50年に富良野市に採用後、

平成６年５月から平成18年６月まで保健衛生課長、保健

福祉部長等を歴任され、平成18年６月から平成26年６月

まで教育長として長年にわたり市政発展に御尽力された

御功績でございます。 

 以上の２名の方は、条例第３条第１号、自治の振興、

発展に功績が顕著な方として表彰しようとするものでご

ざいます。 

 次に、佐伯勝利氏は、昭和48年から富良野市柔道連盟

副会長、理事長を歴任され、平成19年からは、会長とし

て、スポーツを通した青少年の健全育成や柔道の普及と

発展に尽力され、特に平成21年２月から平成24年５月ま

で特定非営利活動法人ふらの体育協会理事長として、各

競技団体の先頭に立ち、本市のスポーツ振興に御尽力さ

れた御功績でございます。 

 佐伯氏につきましては、条例第３条第４号、教育文化、

体育、科学技術の振興に功績が顕著な方として表彰しよ

うとするものでございます。 

 なお、功績の概要などの詳細につきましては、議案第

13号関係資料として配付をしておりますので、御参照願

いたいと存じます。（16ページで訂正） 

 以上、よろしく御審議の上、議員各位の御解理と御賛

同を賜りますようお願い申し上げます。 

 以上でございます。 

 大変失礼いたしました。 

 表彰条例の議案第13号の終盤に、第13号関係資料と言

うところを議案第３号というふうに申し上げました。正

しくは第13号関係資料でございますので、御訂正させて

いただきます。 

 以上です。 

○議長（北猛俊君） これより、本件の質疑を行います。 

 質疑ございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（北猛俊君） ないようですので、以上で本件の

質疑を終わります。 

 討論を省略いたします。 

 お諮りいたします。 

 本件表彰について、同意することに御異議ございませ

んか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（北猛俊君） 御異議なしと認めます。 

 よって、本件は、表彰に同意することに決しました。 

 ここで、午後１時まで休憩いたします。 

     ――――――――――――――― 

        午前11時57分 休憩 

        午後１時00分 開議 

     ――――――――――――――― 

○議長（北猛俊君） 午前中に引き続き、会議を開きま

す。 

――――――――――――――――――――――――― 

 日程第16 

  認定第１号 平成25年度富良野市一般会計歳入 

  歳出決算の認定について 

  認定第２号 平成25年度富良野市国民健康保険 

  特別会計歳入歳出決算の認定について 

  認定第３号 平成25年度富良野市介護保険特別 

  会計歳入歳出決算の認定について 

  認定第４号 平成25年度富良野市後期高齢者医 

  療特別会計歳入歳出決算の認定について 

  認定第５号 平成25年度富良野市公設地方卸売 

  市場事業特別会計歳入歳出決算の認定について 

  認定第６号 平成25年度富良野市公共下水道事 

  業特別会計歳入歳出決算の認定について 

  認定第７号 平成25年度富良野市簡易水道事業 

  特別会計歳入歳出決算の認定について 

  認定第８号 平成25年度富良野市水道事業会計 

  決算の認定について 

  認定第９号 平成25年度富良野市ワイン事業会 
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  計決算の認定について 

――――――――――――――――――――――――― 

○議長（北猛俊君） 日程第16、認定第１号から認定第

９号まで、以上９件を一括して議題といたします。 

 順次、提案者の説明を求めます。 

 副市長石井隆君。 

○副市長（石井隆君） -登壇- 

 認定第１号、平成25年度富良野市一般会計歳入歳出決

算、認定第２号、平成25年度富良野市国民健康保険特別

会計歳入歳出決算、認定第３号、平成25年度富良野市介

護保険特別会計歳入歳出決算、認定第４号、平成25年度

富良野市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算、認定第

５号、平成25年度富良野市公設地方卸売市場事業特別会

計歳入歳出決算、認定第６号、平成25年度富良野市公共

下水道事業特別会計歳入歳出決算及び認定第７号、平成

25年度富良野市簡易水道事業特別会計歳入歳出決算の認

定について御説明を申し上げます。 

 本件は、地方自治法第233条第３項の規定に基づき、平

成25年度の各会計歳入歳出決算について認定を受けよう

とするものでございます。 

 決算及び決算説明書には、監査委員の意見書を添付し、

別冊のとおり提出した次第でございます。 

 内容の説明につきましては省略させていただきますが、

よろしく御審議の上、認定賜りますようお願いを申し上

げます。 

 認定第８号、平成25年度富良野市水道事業会計決算及

び認定第９号、平成25年度富良野市ワイン事業会計決算

の認定について御説明を申し上げます。 

 本件は、地方公営企業法第30条第４項の規定に基づき、

平成25年度富良野市水道事業会計及び富良野市ワイン事

業会計決算について認定を受けようとするものでござい

ます。 

 決算書には、監査委員の意見書並びに附属書類を添付

し、別冊のとおり提出した次第でございます。 

 内容の説明につきましては省略させていただきますが、

よろしく御審議の上、認定賜りますようお願いを申し上

げます。 

○議長（北猛俊君） お諮りいたします。 

 本件９件は、さきの議会運営委員長より報告のとおり

精査を要しますので、決算審査特別委員会を設置し、こ

れに付託、閉会中継続審査といたしたいと存じます。 

 これに御異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（北猛俊君） 御異議なしと認めます。 

 よって、本件は、ただいまお諮りのとおり決しました。 

 ただいまお諮りをいたしました特別委員会委員につき

ましては、委員会条例第７条第４項の規定により、 

        渋 谷 正 文 君 

        小 林 裕 幸 君 

        本 間 敏 行 君 

        黒 岩 岳 雄 君 

        広 瀬 寛 人 君 

        横 山 久仁雄 君 

        今   利 一 君 

        岡 本   俊 君 

        大 栗 民 江 君 

        萩 原 弘 之 君 

        後 藤 英知夫 君 

        石 上 孝 雄 君 

        関 野 常 勝 君 

        天 日 公 子 君 

        岡 野 孝 則 君 

        日 里 雅 至 君 

 以上16名の諸君を本職より指名申し上げます。 

 お諮りいたします。 

 ただいまの指名に御異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（北猛俊君） 御異議なしと認めます。 

 よって、ただいまお諮りのとおり決しました。 

 なお、本会議終了後、直ちに決算審査特別委員会をこ

の場において開催いたします。 

――――――――――――――――――――――――― 

 日程第17 

  議案第１号から議案第12号（提案説明） 

――――――――――――――――――――――――― 

○議長（北猛俊君） 日程第17、議案第１号から議案第

12号まで、以上12件を一括して議題といたします。 

 順次、提案者の説明を求めます。 

 副市長石井隆君。 

○副市長（石井隆君） -登壇- 

 議案第１号、平成26年度富良野市一般会計補正予算に

ついて御説明を申し上げます。 

 このたび提案いたしました富良野市一般会計補正予算

第３号は、歳入歳出それぞれ１億1,938万1,000円を追加

し、歳入歳出予算の総額を128億9,808万5,000円にしよう

とするものと、地方債の補正で廃止、変更それぞれ１件

でございます。 

 以下、その概要について歳出から御説明を申し上げま

す。 

 18ページ、19ページでございます。 

 ２款総務費は、１項総務管理費で、庁舎等施設整備基

金積立金、東山テレビ中継局の施設修繕料、社会保障・

税番号（マイナンバー）制度の導入に係る住民情報シス

テム修正委託料、非常時の外部電力接続用発電機を本庁

舎に常設するための非常用発電機常設基礎工事費で、

6,171万2,000円の追加でございます。 
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 ３款民生費は、１項社会福祉費で、養護老人ホーム寿

光園の食堂の施設修繕料及び自走式冷温蔵配膳車の器具

修繕料、平成25年度分の精算に伴う自立支援給付費道負

担金精算返還金の追加に、平成25年度分の精算等に伴う

介護保険特別会計繰出金の減額、生活困窮者自立支援事

業費の財源振替、３項生活保護費で、平成25年度分の精

算に伴う生活保護費負担金精算返還金、差し引きいたし

まして586万8,000円の減額でございます。 

 ４款衛生費は、１項保健衛生費で、保健センターのエ

レベーターの施設修繕料、水痘ワクチン及び成人用肺炎

球菌ワクチンの定期接種化に伴う各種予防接種委託料、

２項清掃費で、ごみステーションの新設に伴うごみステ

ーション整備事業補助金、リサイクルセンターの施設修

繕料、衛生用品資源化に向けた施設整備に係る衛生用品

資源化施設整備基本計画策定委託料等、1,935万1,000円

の追加でございます。 

 ６款農林業費は、１項農業費で、本年12月開設を予定

しております農業担い手育成センターの運営に係る富良

野市農業担い手育成協議会負担金、整備に係る施設修繕

料、トレーニングほ場整備委託料、農業担い手センター

整備工事費、車両購入費等、管理に係る農業担い手育成

センター運営管理経費、北海道農業公社から受託の農地

中間管理業務に係る臨時事務員賃金、通信運搬費等、自

然休養村管理センターの排煙窓に係る施設修繕料の追加

に、農業担い手育成センター開設に伴い閉鎖となる産業

研修センター運営管理経費の減額、差し引きいたしまし

て2,646万9,000円の追加でございます。 

 ８款土木費は、１項土木管理費で、除雪ドーザー及び

バックホーの車両購入費等の追加に、事業費の確定に伴

う除雪用ダンプトラックの車両購入費の減額、２項道路

橋梁費で、経年劣化により破損した道路施設の補修を行

う道路維持補修委託料及び工事用材料費、がんばる地域

交付金交付額の追加による扇緑町本通道路改良舗装工事

費、差し引きいたしまして1,723万3,000円の追加でござ

います。 

 ９款教育費は、１項教育総務費で、いじめゼロ推進事

業における審議会に係る委員報酬及び委員費用弁償及び

旅費等の追加、５項社会教育費で、文化会館のワイヤレ

スマイク更新に係る器具購入費の追加、６項保健体育費

の財源振替で、48万4,000円の追加でございます。 

 10款公債費１項公債費は、過年度起債分の利率見直し

に伴う元金と利子の振りかえでございます。 

 11款給与費１項給与費は、財源振替でございます。 

 次に、歳入について御説明を申し上げます。 

 戻りまして、12ページ、13ページでございます。 

 10款地方特例交付金は、交付額の確定に伴い、108万

9,000円の減額でございます。 

 11款地方交付税は、普通交付税で、3,171万4,000円の

追加でございます。 

 14款使用料及び手数料は、１項使用料で、産業研修セ

ンター使用料の減額に、農業担い手育成センター使用料

の追加、差し引きいたしまして61万1,000円の追加でござ

います。 

 15款国庫支出金は、２項国庫補助金で、がんばる地域

交付金、社会保障・税番号制度システム整備費補助金の

追加に、道費へ振りかえによる緊急雇用創出臨時特例交

付金の減額を差し引きいたしまして890万円の追加でござ

います。 

 16款道支出金は、２項道補助金で、生活困窮者自立促

進支援事業費補助金、中山間地域等直接支払交付金、地

域づくり総合交付金、農地台帳システム整備事業補助金、

1,623万1,000円の追加でございます。 

 19款繰入金は、１項基金繰入金で、スポーツ振興基金

繰入金、83万円の減額でございます。 

 20款繰越金は、前年度繰越金で、6,858万3,000円の追

加でございます。 

 21款諸収入は、５項雑入で、建物総合損害共済、災害

共済金、農地中間管理業務委託料、いきいきふるさと推

進事業助成金、192万4,000円の追加でございます。 

 22款市債は、臨時財政対策債の追加に、土木機械整備

事業債の減額を差し引きいたしまして666万3,000円の減

額でございます。 

 戻りまして、６ページ、７ページでございます。 

 第２表地方債補正は、過疎対策事業債、ハード事業分

の配分額の確定に伴う土木機械整備事業費の廃止と、発

行可能額の確定に伴う臨時財政対策費の限度額の変更で

ございます。 

 以上、よろしく御審議のほどをお願い申し上げます。 

 議案第２号、平成26年度富良野市介護保険特別会計補

正予算について御説明を申し上げます。 

 このたび提案いたしました富良野市介護保険特別会計

補正予算第１号は、歳入歳出それぞれ1,875万6,000円を

追加し、歳入歳出の総額を20億635万6,000円にしようと

するものでございます。 

 以下、その概要について、歳出から御説明を申し上げ

ます。 

 10ページ、11ページでございます。 

 １款総務費は、１項総務管理費の財源振替と３項介護

認定審査会費で、通信運搬費の減額に、テレビ会議シス

テム使用料、システム更新に伴う器具購入費の追加、差

し引きいたしまして35万円の追加でございます。 

 ２款保険給付費は、１項介護サービス等諸費で、財源

振替でございます。 

 ３款地域支援事業費は、１項介護予防事業費及び２項

包括的支援事業任意事業費で、前年度繰入金精算に伴う

財源振替でございます。 
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 ４款基金積立金は、１項基金積立金で、介護保険給付

費準備基金積立金、1,695万円の追加でございます。 

 ６款諸支出金は、１項償還金及び還付加算金で、前年

度の介護給付費国庫負担金等精算償還金で、145万6,000

円の追加でございます。 

 次に、歳入について御説明を申し上げます。 

 戻りまして、６ページ、７ページでございます。 

 ３款国庫支出金は、１項国庫負担金で、前年度の介護

給付費負担金の精算、32万3,000円の追加でございます。 

 ４款支払基金交付金は、１項支払基金交付金で、前年

度の介護給付費交付金の精算、100万4,000円の追加でご

ざいます。 

 ５款道支出金は、１項道負担金で、前年度介護給付費

負担金の精算、1,535万4,000円の追加でございます。 

 ７款繰入金は、１項他会計繰入金で、１目介護給付費

繰入金の一般会計繰入金の追加、２目地域支援事業繰入

金の現年度分介護予防事業分繰入金、現年度分包括的支

援事業任意事業分繰入金の減額、３目その他一般会計繰

入金の職員給与費繰入金、事務費繰入金、その他一般会

計繰入金の減額、差し引きいたしまして632万3,000円の

減額でございます。 

 ８款繰越金は、前年度の繰越金で、839万8,000円の追

加でございます。 

 以上、よろしく御審議のほどをお願い申し上げます。 

 議案第３号、平成26年度富良野市公共下水道事業特別

会計補正予算について御説明を申し上げます。 

 このたび提案いたしました富良野市公共下水道事業特

別会計補正予算第２号は、歳入歳出それぞれ850万円を追

加し、歳入歳出の総額を７億6,286万2,000円にしようと

するものでございます。 

 以下、その概要について、歳出から御説明を申し上げ

ます。 

 ６ページ、７ページ下段でございます。 

 １款下水道費は、１項下水道管理費で、管渠管理費の

公共下水道に係る施設修繕料850万円の追加でございま

す。 

 次に、歳入について御説明を申し上げます。 

 同じく、６ページ、７ページ上段でございます。 

 ６款繰越金は、前年度繰越金で、850万円の追加でござ

います。 

 以上、よろしく御審議のほどをお願い申し上げます。 

 議案第４号、富良野市過疎地域自立促進のための固定

資産税の課税の特例に関する条例の制定について御説明

を申し上げます。 

 本件は、本市が平成26年４月１日より過疎地域自立促

進特別措置法第２条に規定する過疎地域をその区域とす

る市町村となることが公示されたことに伴い、過疎地域

の自立促進のための固定資産税の課税の特例を目的とし

た富良野市過疎地域自立促進のための固定資産税の課税

の特例に関する条例を制定しようとするものでございま

す。 

 以下、条を追って御説明を申し上げます。 

 第１条は、条例の趣旨で、本市の産業の振興と雇用の

拡大を図るため、市税条例の特例を定めようとするもの

でございます。 

 第２条は、特例措置の要件及び内容で、青色申告書を

提出する者が、一定条件のもと、製造の事業、旅館業及

び情報通信技術利用事業の用に供する設備を新増設した

場合に、特例措置として当該設備に係る固定資産税の課

税を免除することができる規定でございます。 

 第３条は、特例措置の申請について規定するものでご

ざいます。 

 第４条は、特例措置を実施する期間について規定する

ものでございます。 

 第５条は、特例措置の承継について規定するものでご

ざいます。 

 第６条は、特例措置の取り消しについて規定するもの

でございます。 

 第７条は、特例措置の申請者に求める報告及び市長が

実施する実地調査について規定するものでございます。 

 第８条は、規則への委任に関し、規定するものでござ

います。 

 なお、条例の施行日は、公布の日からとしようとする

ものでございます。 

 以上、よろしく御審議のほどをお願い申し上げます。 

 議案第５号から議案第７号について御説明を申し上げ

ます。 

 議案第５号から議案第７号は、平成24年８月に子ども・

子育て支援法、就学前の子どもに関する教育、保育等の

総合的な提供の推進に関する法律の一部を改正する法律、

子ども・子育て支援法及び就学前の子どもに関する教育、

保育等の総合的な提供の推進に関する法律の一部を改正

する法律の施行に伴う関係法律の整備等に関する法律、

いわゆる子ども・子育て関連３法が公布され、各事業の

基準について平成26年４月に国の政省令が公布されたこ

とに伴い、政省令で定められた設備及び運営に関する基

準について条例で制定しようとするものでございます。 

 以下、議案番号順を追って概要について御説明を申し

上げます。 

 議案第５号、富良野市家庭的保育事業等の設備及び運

営の基準に関する条例の制定につきましては、改正後の

児童福祉法第34条の16及び平成26年厚生労働省令第61条

の規定に基づき、原則として３歳未満の乳幼児が対象と

なる現在の認可外保育事業、本条例における家庭的保育

事業、小規模保育事業、居宅訪問型保育事業、事業所内

保育事業について、設備の基準、職員数、保育時間及び
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利用定員等について省令の基準を適用しようとするもの

でございます。 

 この条例の施行日は、子ども・子育て支援法及び就学

前の子どもに関する教育、保育等の総合的な提供の推進

に関する法律の一部を改正する法律の施行に伴う関係法

律の整備等に関する法律の施行の日からとしようとする

ものでございます。 

 なお、食事の提供、連携施設、小規模保育事業Ｂ型及

び利用定員については、経過措置を設けようとするもの

でございます。 

 議案第６号、富良野市特定教育・保育施設及び特定地

域型保育事業の運営の基準に関する条例の制定につきま

しては、改正後の子ども・子育て支援法第34条第２項及

び第46条第２項並びに平成26年内閣府令第39号の規定に

基づき、原則として３歳以上、小学校就学前の子供が対

象となる現在の認可保育所等、本条例における特定教育・

保育施設、認定地域型保育事業について、利用定員、運

営基準、職員の勤務体制、会計区分等について省令の基

準を適用しようとするものでございます。 

 この条例の施行日は、子ども・子育て支援法の施行の

日からとしようとするものでございます。 

 なお、特定保育所の特例、施設型給付費等、利用定員

及び連携施設については、経過措置を設けようとするも

のでございます。 

 議案第７号、富良野市放課後児童健全育成事業の設備

及び運営の基準に関する条例の制定につきましては、改

正後の児童福祉法第34条の８の２第１項及び平成26年厚

生労働省令第63号の規定に基づき、小学校に就学してい

るおおむね10歳未満の児童が対象となる現在の学童保育

事業、本条例における放課後児童健全育成事業について、

設備の基準、職員数、運営規定及び開所時間等について

省令の基準を適用しようとするものでございます。 

 この条例の施行日は、子ども・子育て支援法及び就学

前の子どもに関する教育、保育等の総合的な提供の推進

に関する法律の一部を改正する法律の施行に伴う関係法

律の整備等に関する法律の施行の日からとしようとする

ものでございます。 

 なお、専用区画の面積、児童の数及び職員については、

経過措置を設けようとするものでございます。 

 以上、よろしく御審議のほどをお願い申し上げます。 

 議案第８号、富良野市特別職の職員で非常勤のものの

報酬及び費用弁償に関する条例の一部改正について御説

明を申し上げます。 

 本件は、富良野市いじめＺＥＲＯ（ゼロ）推進条例に

基づき、附属機関として設置される富良野市いじめ問題

審議会及び富良野市いじめ調査委員会の各委員を、条例

別表第14項にいじめ問題審議会委員、いじめ調査委員会

委員として追加、また、同表第15項に、必要に応じて置

くことができるいじめ問題審議会特別委員、いじめ調査

委員会特別委員を追加しようとするものでございます。 

 なお、条例の施行日は、公布の日からとしようとする

ものでございます。 

 以上、よろしく御審議のほどをお願い申し上げます。 

 議案第９号、富良野市福祉事務所設置条例の一部改正

について御説明を申し上げます。 

 本件は、平成26年４月23日に次代の社会を担う子ども

の健全な育成を図るための次世代育成支援対策推進法等

の一部を改正する法律が公布され、これまで引用してお

りました法律名が母子及び寡婦福祉法から母子及び父子

並びに寡婦福祉法に改正されたことに伴い、第２条の条

文中の法律名を改正しようとするものでございます。 

 なお、条例の施行日は、平成26年10月１日にしようと

するものでございます。 

 以上、よろしく御審議のほどをお願い申し上げます。 

 議案第10号、富良野市重度心身障害者及びひとり親家

庭等の医療費の助成に関する条例の一部改正について御

説明を申し上げます。 

 本件は、平成26年４月23日、次代の社会を担う子ども

の健全な育成を図るための次世代育成支援対策推進法等

の一部を改正する法律が公布され、これまで引用してお

りました法律名が改正されたことに伴う改正と、文言を

整理するため、条文の改正をしようとするものでござい

ます。 

 以下、その概要について御説明を申し上げます。 

 第２条第１項第１号及び第３号並びに第11条は、条文

中の文言を整理するものでございます。 

 第２条第２項第１号は、引用している法律の名称が改

正されたことに伴う改正と、第２号で規定している父の

定義を改めようとするものでございます。 

 なお、条例の施行日は、平成26年10月１日にしようと

するものでございます。 

 以上、よろしく御審議のほどをお願い申し上げます。 

 議案第11号、北海道市町村職員退職手当組合規約の変

更について御説明を申し上げます。 

 本件は、根室北部廃棄物処理広域連合が平成27年４月

１日付で新たに北海道市町村職員退職手当組合の組織団

体として加入することに伴い、同組合規約の変更が必要

なことから、地方自治法第286条第１項の規定に基づき、

規約の変更の協議を求められたものでございます。 

 一部事務組合規約の変更につきましては、地方自治法

第290条の規定により、議会の議決が必要なことから、議

会の議決を求めるものでございます。 

 なお、施行日につきましては、地方自治法第286条第１

項の規定により、総務大臣の許可があった日からとしよ

うとするものでございます。 

 以上、よろしく御審議のほどをお願い申し上げます。 
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 議案第12号、富良野地区視聴覚教育協議会の廃止につ

いて御説明を申し上げます。 

 富良野地区視聴覚教育協議会は、地方自治法第252条の

２の規定に基づき、昭和40年６月１日に、視聴覚教育に

関する事務を沿線自治体の共同で管理し、執行するため

に設置された協議会で、当時は自治体単独では購入に限

りがある高価な16ミリ映写機、映画フィルムなどの視聴

覚機材を共同で購入、管理することで、構成市町村の負

担軽減を図りながら視聴覚教育を推進してまいりました

が、近年は、情報技術の発達に伴い、各家庭に設置され

ております機器で視聴が可能なＤＶＤソフトが主流とな

り、これまでのように共同で管理、執行する必要性が低

くなってきたことから、平成26年９月30日をもって本協

議会を廃止しようとするものでございます。 

 なお、本協議会の廃止には、地方自治法第252条の６の

規定により、議会の議決が必要なことから、議会の議決

を求めるものでございます。 

 以上、よろしく御審議のほどをお願い申し上げます。 

――――――――――――――――――――――――― 

        散  会  宣  告         

――――――――――――――――――――――――― 

○議長（北猛俊君） 以上で、本日の日程は終了いたし

ました。 

 13日から15日までは休日のため、16日、17日は議案調

査のため、それぞれ休会であります。 

 18日の議事日程は、当日配付いたします。 

 本日は、これをもって散会いたします。 

 

                午後１時28分 散会
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